　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２３年　３月　　日

会　員　各　位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　苫小牧歯科医師会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　若菜　和美
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当　八谷　征一

　　　　　平成２３年３月１２日午後２時より、第１１６回苫小牧歯科医師会定時総会が　開催されましたので、ご報告します。

第１１６回苫小牧歯科医師会定時総会の報告

　　　　日　時　　平成２３年３月１２日（土）午後２時

　　　　会　場　　グランドホテルニュー王子　白樺の間

司　会：専務理事　柏村康治

 開会に先立ちまして昨日午後からの東日本大震災における被災者及び関係者の方々に心からお悔やみを申し上げますと共に今日この場にいらっしゃる皆様方とご一緒に黙祷を捧げたいと思います。
１．開会宣言（副会長　加藤清志）

２．人員点呼（担当理事　八谷征一）

会員総数１１１名中、出席会員名６１名、委任状提出者３０名　計９１名

定款第２７条により総会成立を確認。

３．会長挨拶（会　長　若菜和美）

「第１１６回苫小牧歯科医師会定時総会にお集まり頂きましてありがとうございました。昨日は日本観測史上最大のＭ８.８の地震があり、被害は想像を絶するものがあります。道歯から苫歯で震災の被害が出ていないか問い合わせがありました。先生方で診療所に被害がありましたらご連絡ください。本日の定時総会の議事は第１号議案から４号議案まであります。第１号議案は平成２３年度事業計画案に関する件、第２号議案は平成２３年度一般会計予算案に関する件、第３号議案は役員総辞職に伴う苫小牧歯科医師会役員改選に関する件、これは道歯と任期を合わせるため、予定通り役員一同総辞職しました。これは補欠選挙ではなく、通常の選挙と同じですので、宜しくお願いします。さらに第４号議案では任期満了に伴う道歯代議員及び予備代議員改選に関する件と大変重要な審議内容であります｡

当会の懸案事項であります法人移行の件ですが、昨年５月の総会で一般法人を選択するという議決を頂きました。一般法人移行に関しまして現在、新定款並びに公益支出計画を作成中です。定款委員会で新定款を作成し道庁とのやり取りの後、総会にお諮りし承認を頂けましたなら移行の手続きという段取りで進めていきたいと考えています。この件に関しましては、協議事項で木村理事から詳しく説明があります。今日一日、懇親会まで、よろしくお願いいたします｡」と挨拶があった。
４．新入会員挨拶（川守田暢）
「森田歯科医院を開設している北海道医療大学２０期卒の川守田暢です、今後と
も宜しくお願い致します。」と挨拶があった。
５．議長選出

柏村康治専務理事より議長の選出について、出席者に図ったところ、執行部一任の声があり、議長に堤　厚二先生、副議長に宮本雄一先生が選出され、了承された。

６．議長挨拶（堤　厚二先生）

今回は役員の改選もあり､大事な事項が沢山ありますが、皆さんの意見を多数聞きながら進めて行きたいと思いますので、ご協力の程よろしくお願いいたします｡との挨拶がなされた｡

７．議事録署名人指名

鵜野慶治先生と和泉淳一先生が議事録署名人に指名された。

８．報告事項

Ａ）道歯代議員報告（代議員　豊巻裕一）

　平成２３年３月５日　北海道歯科医師会館にて第２０２回通常代議員会が開催　された。髙橋康則代議員、佐々木久幸代議員､豊巻裕一代議員先生が出席された。その報告事項、審議、決議内容について資料の基づきながら報告がなされた。

1 最近の政局について

　　平成２３年度予算案は確定したが、予算関連法案の年度内の成立が危ぶまれてい　　　る中、歯科界の税制面での影響もあり、日歯、日歯連は２月２５日に政府を始め　　　関係方面に要望書を提出

2 日歯・日歯連盟の新体制について

3 道歯２期５年間の事業検証

歯科医師会館問題

唾液検査

８０２０運動

フッ化物洗口について

4 平成２３年度事業計画案、予算案について

○公衆衛生関係

　糖尿病と歯周病の医療連携推進事業（平成２３年　開始）

　がん治療と口腔管理医療連携推進事業

　○社会保険関係

　　道歯主催社会保険講習会の開催

　　会員個別勉強会の開催

　　カルテ記載の要点の発行

Ｂ）会務報告（専務理事　柏村康治）

議案書の苫歯１１～２０ページの平成２２年度苫小牧歯科医師会会務報告書を　もって報告に変えたいとの発言がなされ､了承を得た｡

Ｃ）会計報告

　　木村　亨会計担当理事より平成２２年度苫小牧歯科医師会一般会計中間報告が

なされ、了承を得た。

八谷征一総務担当理事より平成２２年度労働保険委託料と労働保険料について中間報告がなされ、了承を得た。

９．議　事

・第１号議案　平成２３年度事業計画案に関する件

１）社会保険（担当：清水忠明）
１．社会保険講習会：年１～２回　改正時には１～２回増えることがあります。
２．保険相談　　　：毎月末　苫歯事務所で開催
３．保険だより　　：随時　　解釈変更や注意事項など
４月１日から金パラの点数が変更になります。

２）学校歯科（担当：三上　格）
１．市内小中学校歯科健康診断：５月～６月予定
２．歯と口の健康に関する図画・ポスターコンクール：６月
３．市内小学校就学時歯科健康診断：１０月予定

４．市内保育園歯科健診：１１月予定

５．小学５年生むし歯予防教室：９月～１１月予定

６．フッ化物洗口推進事業：平成２３年度２４年度モデル小学校での実施　
　　　学校歯科医の先生は研修会には是非ご参加下さい。

７．「歯磨きソング」の普及事業
３）厚生・福利共済（担当：熊澤康光）

厚生関係
1． 家族と従業員の交えたレクリエーション：内容と日程は未定　
　来年度は全道歯科医師野球大会がありますので、日程をずらして開催予定
２．永年勤続従業員表彰ならびに合同忘年会：平成２３年１２月１０日予定

福利共済関係
1． 人間ドック・脳ドック：１０～１１月に予定
保健センターと３医療機関と時期をずらして開催予定
４）公衆衛生（担当：吉住彰郎）

１．歯の１日無料相談　６月５日開催（前日に準備あり）　

２．幼稚園むし歯予防教室　３園程度の開催予定

３．親子デンタル教室　

４月１３日　　講師　袖井文人先生

８月２４日　　講師　千枝一実先生

１２月　７日　　講師　宮本雄一先生
４．母親教室

６月９日、１０月１３日、３月８日　以上３回　講師　野村克弘先生　
５．赤ちゃん教室
４月１５日、５月２０日、６月１０日、７月８日、８月５日、
９月９日、１０月２８日、１１月２５日、１２月９日、１月２７日
２月２４日、３月２３日　以上１２回　　　講師　野村克弘先生

５）広　報（担当：伊尾明子）

１．「歯の一日無料相談」と「歯の健康まつり」の民報への広告掲載

２．苫歯ホームページの運営管理

３．「広報とまこまい」への記事掲載

４．毎月道歯会通信（ローカルニュース）への投稿

５．年間を通して苫歯会事業を写真に記録

６．会誌「プルパア５２号」の発行
６）学　術（担当：道谷弘之）
１．学術講演会の開催（３〜４回を予定）

２．会員発表会の開催（平成２４年２月を予定）

３．苫小牧市との防災協定に基づく災害時行動計画（仮称）の検討・策定
７）総　務（担当：八谷征一）

１．総会の設営と次第・議事録の作成
２．理事会の設営と次第・議事録の作成
３．苫歯だよりの発行
４．休日当番表の作成と管理
５．苫歯事務所の運営管理
６．慶弔、入院見舞金関係の管理
７．役員出張時の損保関係の管理
８．労働保険関係の運営管理
９．新入会員オリエンテーションの開催
10．終身会員オリエンテーションの開催
11．表彰者受賞祝賀会及び新年交礼会の開催：平成２４年１月１４日予定 

８）地域医療（担当：中慶三、佐賀孝博）

１．１歳６ヶ月児歯科健診における担当割当表の作成
原則として毎月第３火曜日と水曜日実施　
会場：苫小牧市教育福祉センター（旧市立病院南病棟部分）３階
２．３歳児歯科健診における担当割当表の作成
原則として毎月第３水曜日と木曜日実施　
会場：苫小牧市教育福祉センター（旧市立病院南病棟部分）３階
３．平成２３年市民健康教室の実施
平成２３年１２月１５日(木曜日)　演題：「歯と健康について」

会場：西町総合福祉会館　　講師　佐藤　和重先生
４．歯の健康まつりの開催
平成２３年１１月６日（日曜日）
会場：市民活動センター
内容：８０２０表彰、はつらつ広場、お口の健康度チェック

２３年度よりフッ素塗布は廃止し、より高齢者に特化したイベントとします。
５．企業健診
健診希望企業に対して随時実施

６．在宅訪問歯科診療事業の体制整備と推進
７．各種会議、講演会等への参加
９）税務・医療管理・医政（担当：牛丸智惠）

税務・医政関係

１．税務医政講習会：２月初旬予定

２．その他　道歯主催講習会：未定

医療管理関係

１．救急医療講演会：年２回、春と秋に実施予定

２．歯科助手講習会：７月上旬予定

３．その他　道歯主催医療管理講習会：未定

以下、各担当理事より説明があった後、
豊巻先生より、苫小牧市医師会との医療連携として学術共同講演会の開催、苫小
牧市との防災協定に関して、警察のデンタルチャートの記入など高橋康則先生を
講師として苫小牧歯科医師会でも年に１回開催してはどうかという要望があっ
た。
以下、各担当理事より説明があった後、挙手採決の結果、賛成５８、反対０で原案通り可決された。

・第２号議案　平成２３年度一般会計予算案に関する件

柏村専務理事より、一般会計収支計算書の説明があった。

杉村仁先生より、中間決算の提示についての質問があった。

柏村専務理事より、「例年通り提示しております。」と発言があった。
佐藤裕先生より、「一般的にいう見込み決算ということで問題はないと思います。」と発言があった。
豊巻裕一先生より、「項目、日付が書いてあり、十分理解できると思っている。」と発言があった。
佐藤裕先生より、「来年度の予算案を考える上で、仮決算を提示しているものと考えている。」と発言があった。
高橋康則先生より、「決算の言葉の問題であると思います。表を見たときにそんなに問題はないように感じます。」と発言があった。
杉村仁先生より、会費の算出した理由についてと清水勝行先生の終身会員の手続きを行ったのか質問があった。
三上理事より、会員数についてと道歯からの会費の扱いについて返答があった。

佐藤裕先生より、５月の総会で説明して頂くように要望があった。
阿部副会長より、「坂先生を会員として扱っております。減免しているので１０万
円減となっている事を御理解してほしい。」と返答があった。
佐藤裕先生より、２３年度の会費収入は会員から頂くものなのでしょうかと質問があった。
阿部副会長より、「２年間年会費を頂かない予定であったが、各郡市区歯科医師会横並びで申請する方向になり、法人移行への申請書類に２３年度の実績が必要となり、開業会員からは会費を徴収する形で予算案を上程している。」と返答があった。
佐藤裕先生より、「２２年度は法人移行のため入会金を取り崩して、会費を免除しようと考えたものである。」と発言があった。
高橋康則先生より、「ゼロは会員がいないわけではなく、法人化に移行するために

皆さんにいいように処理をした経緯がある。」と発言があった。
阿部副会長より、「法人移行に伴う会費ゼロという事である。道からの指導で、会で持っているお金をできるだけ少なくしてほしいと指導をされた事があり、皆さんにお配りしたいができない。そこで２２年度に関しては会費をゼロとして、昨年予算を上程して、総会で承認を得てる事である。」と発言があった。
杉村仁先生より、特別会計資金のルールについて質問があった。
佐藤裕先生より、「会館積立金については法人移行の話がでる前であったので返すことができた。残念なことに法人移行の話が国で決まった段階で入会金については凍結された状態になった。入会金を返すことは法的な手続きで認められないので、

やむなく会員の先生方が平等に何らかの形で利用できる使い方をしようという事で会費に充当しようと考え、総会決議で決定したものである。確かにもろもろ決まりはあるかも知れませんが、総会で決議されれば有効なものとして考えている。」と発言があった。
杉村仁先生より、会員がゼロについて質問があった。

柏村専務理事より、杉村先生は会費収入を１０万円で割った数を会員数としていると思いますが、会員数と一致しない記載になると返答があった。

金森敏和先生より、「形式いろいろな配慮があってよいと思う。」と発言があった。
杉村仁先生より、「会員数は会費収入に関わるので重要視している。」と発言があった。
佐藤裕先生より、予算の収入になっており、決算報告で明確になるのではないでしょうかと意見があった。

杉村仁先生より、「会費に充当したのであれば何名分に充てたのか説明してほしい。」と発言があった。
木村理事より、「２２年度は歯科医師会一般会員から会費を頂かないで、入会金会計を取り崩して行うということで会務を執行しております。必要な金額を入会金会計から取り崩したもので、何名分会費としておりませんのでご了承頂きたい。」と返答があった。
堤厚二議長より、「皆様ご理解頂きたいがいかがでしょうか」と発言があった。
杉村仁先生より、以前より生原先生を通じて話し合いをしたいと申し出ていたこと、書面を通じて質問状を送っても回答がないことの質問があった。

若菜会長より、昨年の４月に柏村専務理事と熊澤理事で８時から１２時くらいまでじっくり話し合いを持ちました。結論として、納得して頂いたと思います。この問題に関して、７年くらい前から続いている。この間何度話し合いを持ったか記憶されておりますかと質問があった。

杉村仁先生より、責任者をどうして出さないのかという質問があった。

若菜会長より、「理事を統括している専務理事が話し合いに出ている。」と返答があった。
杉村仁先生より、話し合いをしようとして、若菜会長とある先生２名出てきて、話し合いをぶち壊しているではないかと発言があった。

高橋康則先生より、「総会でいろんな話をされることは結構であるが、杉村仁先生は個人的な感情が入っていると思います。他の先生方が理解しているか確認をして頂き、議事を進めて頂きたいと思います。」と発言があった。
柴田先生より、先程から話をじっくり聞かせて頂いたが、執行部を糾弾するような問題に思われないので、議長の判断で速やかに進行して頂きたいと発言があった。

堤厚二議長より、「話は伺いました。執行部は今後も拒否することはないと思います。」と発言があった。
佐藤裕先生より、「貴重なご意見を頂いておりますので、後日、資料を用意して頂いて話し合いをして、納得をして頂ければと思います。先程の1,600万円に関してですが、2,000万円でも3,000万円でも構わなかった、これは会員数を表しているものではなく、有効に入会金を消化しようと考えた金額が1,600万円であったものである。必要なお金がいくらかかるか、いくら入会金を取り崩せるかどうかで出した数字ですので、会員数では無いことを念のため報告します。」と発言があった。
挙手採決の結果、賛成６０、反対１で原案通り可決された。

柏村専務理事より、先程の会長の挨拶でもありましたが、今回の選挙についてご説明します。平成２１年５月の第１１３回定時総会において道歯との任期のズレを解消するために現役員は１年で総辞職した後に再度選挙を行い役員を決めることが承認されました。確認ですが、今回の選挙は補欠選挙ではないこと、任期は平成２３年４月１日から平成２５年３月３１日までの２年間であることをご理解して頂いて選挙をお願いしたいと説明があった。
堤厚二議長より第３号及び第４号議案審議進行には、苫小牧歯科医師会選挙管理委員会により行う旨告知された。

・第３号議案　役員総辞職伴う苫小牧歯科医師会役員改選に関する件
山村雅彦選挙管委員長から会長１名、副会長２名、理事（会長、副会長及び専務理事を含む。）１３名以上１７名以内、監事２名を信任投票並びに互選により選出し、複数選出役職についての高得点順選出は、苫小牧歯科医師会選挙管理規則第８条によるものであることが説明された。

議場が閉鎖され、投票人数の確認がなされて総数６３名となる。
1 会　長　１名　（立候補２名）

投票集計

若菜　和美　　３８票

金森　敏和　　２２票

無　　効　　　　３票　

　　　※山村雅彦委員長は、上記投票結果を議場に報告し、若菜和美先生の会長当選
を確認した。

2 副会長　２名　（立候補２名）
信任投票集計
　　　　　　　信　任　　　不信任　　　無　効

阿部　雅人　　６１票　　　　０票　　　　２票
加藤　清志　　５６票　　　　３票　　　　４票
※山村雅彦委員長は、上記投票結果を議場に報告し、阿部雅人先生と加藤清志
先生の副会長信任を確認した。

③理　事　１２名　（立候補１２名）

信任投票集計

　　　　　　　　　　信　任　　　不信任　　　無　効

三上　格　　　６１票　　　　０票　　　　２票　　　

吉住　彰郎　　６１票　　　　０票　　　　２票
道谷　弘之　　６１票　　　　０票　　　　２票

八谷　征一　　６１票　　　　０票　　　　２票
中　慶三　　　６１票　　　　０票　　　　２票

清水　忠明　　６０票　　　　０票　　　　３票　　　
柏村　康治　　６０票　　　　０票　　　　３票
木村　亨　　　６０票　　　　２票　　　　１票
伊尾　明子　　５９票　　　　２票　　　　２票　

牛丸　智惠　　５９票　　　　２票　　　　２票
佐賀　孝博　　５９票　　　　３票　　　　１票　

熊澤　康光　　５８票　　　　３票　　　　２票　

※山村雅彦委員長は、上記投票結果を議場に報告し、以上１２名の信任を確認　　した。

4 監　事　　２名（立候補１名）
信任投票集計
信　任　　　不信任　　　無　効

　　　　高橋　康則　　６２票　　　　０票　　　　１票
※山村雅彦委員長は、上記投票結果を議場に報告し、高橋康則先生の信任を確認した。

　　⑤監　事　互　選　１名

投票集計

　　　　金森　敏和　　２６票

　　　　高橋　寛　　　　９票

　　　　佐々木久幸　　　８票

※山村雅彦委員長は、上記投票結果を議場に報告し、金森敏和先生の当選を確認した。

・第４号議案　任期満了に伴う北海道歯科医師会代議員及び予備代議員改選に関する件

⑥北海度歯科医師会代議員　３名　（立候補４名）

投票集計

　　　　高橋　康則　　５１票

　　　　若菜　和美　　４９票

　　　　豊巻　裕一　　４５票

加藤　清志　　２６票

　　　　無　　効　　　　６票

※山村雅彦委員長は、上記投票結果を議場に報告し、高橋康則先生・若菜和美先生・豊巻裕一先生の当選を確認した。

⑦北海度歯科医師会予備代議員候補　　３名　（立候補３名）

信任投票集計
信　任　　　不信任　　　無　効

　　　　阿部　雅人　　６１票　　　　０票　　　　２票
金森　敏和　　５８票　　　　３票　　　　２票

　　　　柏村　康治　　５４票　　　　７票　　　　２票
※山村雅彦委員長は、上記投票結果を議場に報告し、阿部雅人先生・金森敏

和先生・柏村康治先生の信任を確認した。

　　尚、上記信任または当選された役員の就任の始期は、定款３４条第１項の定めに

より、平成２３年４月１日であることを全会一致で確認した。

○新執行部若菜和美会長の挨拶
　　「再度会長に選任ありがとうございます。月並みではございますが、身が引きしる思いでございます。先生方の御協力を頂きまして、引き続きまして法人改革をはじめ諸問題に取り組んでまいりたいと思いますので、宜しくお願いします。」との挨拶があった。

１０．協議事項

・公益法人制度改革について（担当理事　木村　亨）　　　　　　　　　　　　　　
「一般法人に向けての定款改正案を１２月初旬に道庁に提出しました。必要な修正をされたものが戻ってまいりました。それに基づいた修正案を作成し来週定款委員会を開催して審議する予定です。それを道庁に再び返して、出来上がったものを５月の総会で披露できるよう準備しております。」と発言があった。
１１．その他

・三上担当理事より、「フッ化物洗口マニュアルは１年以上後に使う事になると思われますので保管しておいてください。」と発言があった。
・今井先生より、アイスホッケー部からお願いとお知らせがあります。全日本歯科医師アイスホッケー大会が３月１９日、２０日開催予定で準備しております。昨日の地震により開催するかまだ分からりません。開催する時は３月１９日１７：１０分第３試合出場します。応援と懇親会の参加をお願いしたいと発言があった。
・柏村専務理事より、「野球大会についてのお願いです。７月２３日・２４日第６２回北海道歯科医師野球大会が苫小牧歯科医師会主管で開催されます。重ねてお願いします。スタッフのご協力もお願いします。今後各部からのお願いもあると思います。宜しくお願いしたい。」と発言があった。
１２．議長挨拶（副議長宮本雄一）
「本日はたくさんの御意見を頂き大変有意義な総会になったと思います。新しい執行部には皆さんから頂いたたくさんの意見を反映して頂いて、４月から発足してもらいたいと思います。色々ありましたけれども慎重審議ありがとうございました。

これで議長の任を降ろさせて頂きます。ご協力ありがとうございました。」
１３．閉　会　　午後５時２０分

議　　　　　長　　　堤　　　　厚　二　　　㊞　　　　　　　  

副　　議　　長　　　宮　本　　雄　一　　　㊞

議事録署名人　　　　鵜　野　　慶　治　　　㊞
議事録署名人　　　　和　泉　　淳　一　　　㊞
